
株
橋
日
涌
先
生
著
作
目
録

籍
じ

一
、
編

著

書

日
忠
聖
人
全
集
第

一
巻

（編
）
　
　
昭
和
十
四
年
十

一
月

″
　
　
第
二
巻

（編
）
　

　

″

十
九
年

七

月

法
華
法
話
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

五
十
五
年
二
月

観
心
本
尊
抄
講
義
上
巻
　
　
　
　
　
″

五
十
六
年
十
月

日
隆
聖
人
御
聖
教
第
五
巻

（編
）
　

″

五
十
七
年
八
月

観
心
本
尊
抄
講
義
下
巻
　
　
　
　
　
近
刊

一
、
論
　
　
　
文

宗
祖
一
代
に
お
け
る
折
伏
に
つ
い
て
　
　
昭
和
五
十
七
年
十
月

一
、
教

義

解

説

日
蓮
大
聖
人
法
則
解
説
惣
釈
の
部
　
　
　
昭
和
五
十
四
年
八
月

一
、
法
　
　
　
話

た
だ
唱
題
に
よ

っ
て
滅
罪
と
生
福
を

ま
ず
追
善
供
養
を

株
橋
日
涌
先
生
著
作
目
録

（補
遺
）

昭
和
五
十
三
年
十
二
月

″

五
十
四
年
七
月

日
忠
聖
人
全
集
刊
行
会

法
華
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会

法
華
宗
（本
門
流
と
不
務
院

日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
会

桂
林
学
叢
第
十

一
号

法
華
宗
宗
務
院

奔
涌
　
創
刊
号

″
　

二
号

実
質
編
者
の
一
員
た
る
を
も
っ
て
、

こ
こ
に
掲
げ
る

（第
二
巻
以
降
未
刊
）

法
華
シ
リ
ー
ズ
第

一
集

昭
和
五
十
七
年

一
月
、
第
二
刷

全
五
巻
で
完
結

松
本
日
宗
著

『
日
蓮
大
聖
人
法
則

解
説
』
中
の
惣
釈
の
部
分

大
隆
寺
奔
涌
会
機
関
誌
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（補
遺
）

我
わ
れ
の
法
華
経
三
読
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年

一
月

お
題

目

の

〓
一
読
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
″

た
だ
南
無
妙
法
蓮
華
経

（上
）
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
二
月

″
　
　
　
　
（下
）
　
　
　
　
　
″
　
　
　
一二
月

お
盆

に
際

し

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　

　

七
月

人
情
の
厚
い
聖
人
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
六
年

一
月

家
庭
を
仏
国
土
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
四
月

慈
悲
心
の
調
養
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
五
月

師
　
檀
　
和
　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
七
月

末
代
今
日
の
弘
教
は
下
種
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
十

一
月

大
聖
人
の
慈
悲
と
勧
信
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年

一
月

日
常
に
法
華
信
仰
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
四
月

我
が
心
に
仏
種
を
う
ゑ
よ
う
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
七
月

悪

因

縁

の
解

消

　

　

　

　

　

　

　

″
　

十
二
月

お
互
い
に
心
の
財
を
積
み
ま
し
ょ
う
　
昭
和
五
十
八
年

一
月

一
、
そ
　
の
　
他

宗
徒
に
自
宗
の
教
学
習
得
を
希
望
す
る
　
昭
和
五
十
八
年

一
月
五
日
　
中

外

日
報

付
記
　
株
橋
日
涌
先
生
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
既
に

「株
橋
先
生
古
稀
記
念

『法
華
思
想
と
日
隆
教
学
ヒ

（昭
和
五
十
四
年
十

一
月
、
法
華
宗
興
隆
学

林
刊
）
所
載
の
目
録
が
あ
る
の
で
、
本
誌
で
は
そ
れ
以
降
の
御
執
筆
分
の
追
補
と
遺
漏
等
の
補
訂
を
め
ざ
し
た
。
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